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NICT鹿島では広帯域測地VLBIのVGOS(VLBI2010)や SKAへの応用を意識しつつ、VLBIによる原子時計
の精密周波数比較プロジェクトに特化した広帯域受信システム「Gala-V」を開発している。Gala-Vの受信周波数
は周辺のRFI状況と周波数の 0冗長配列条件で最適化し、3.2-4.8GHz,4.8-6.4GHz,9.6-11.2GHz,12.8-14.4GHzの
1.6GHz幅 4chで最適化を図っている。しかし開口能率の変動はあっても 3.2-14.4GHzで受信可能としたので、メ
タノール・メーザの 6.7GHz/12.2GHz同時受信や人工衛星を利用したホログラフィなど幅広い応用が可能である。
2017年度は 34mアンテナに搭載した 3.2-14.4GHzの広帯域フィード（NINJA）に新たに開発したOMTを装

着して 2偏波での観測が可能になった。（以前に試用したOMTでは 3GHz以下の RFIの遮断が不十分で混変調
により使いもにならなかったので遮断特性を改善する設計変更を行った）鹿島 34mアンテナと共にGala-Vに使
用する小型局MARBLEは、ともに主鏡 (1.5mと 1.6mの各 1台)を 2.4mへ交換するとともにカセグレン光学系
となり、フィードのビーム幅は異なるものの 34mと同様のNINJAフィードとOMTを搭載している。また 2018
年度はこのうちの１台をイタリアに移設して周波数比較実験を行う予定であり、その準備状況を報告する。


